
　新学習指導要領（2018年３月告示）が、2022
年度から実施される。実施を１年後に控え、多く
の学校で、新学習指導要領に基づいた教育課程
（以下、新教育課程）の編成や、実施に向けた準
備を進めていることだろう。
　Guideline2020年４・５月号「変わる高校教
育　第25回　新教育課程編成に向けて」におい
て、２校の取り組みを紹介したところ、各学年の
各教科・科目の配置だけでなく、新設教科・科目
の指導に向けた準備、分野の変更が大きかった数
学の指導、そしてそれらを支える「グランドデザ
イン」「育成する資質・能力」に基づいた「カリ
キュラム・マネジメント」などについて、読者の
先生方から「参考になった」「他校の例も知りた

い」といった感想が寄せられた。
　そこで今回は、「歴史総合」「数学」「カリキュ
ラム・マネジメント」に注目し、３校の取り組み
を紹介する。
　１校目は、「資料」と「問い」を中心とした授
業を行うなど、『歴史総合』の趣旨を踏まえた指
導を行う愛知県立日進西高等学校。２校目は、
『数学Ｂ』の内容が変更となる中で、新教育課程
においてより重要性が増す統計分野の指導に力を
入れている広島大学附属高等学校。３校目は、「高
北生に身につけてほしい資質・能力」を中心に据
えた「グランドデザイン」を毎年見直し、新教育
課程の編成や新たな取り組みの検討を進める群馬
県立高崎北高等学校である。

＜資料＞学習指導要領改訂のスケジュール（高等学校部分を抜粋）

2014年度 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022年度

移行期間

（文部科学省ホームページ「平成 29・30年改訂　学習指導要領、解説等」より作成）
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新教育課程の編成・実施に向けて
多くの高校が情報収集などに取り組む

　まず、11月時点での新教育課程の策定状況を聞いた。

＜グラフ１＞に示したように、「既に策定」「2020年度中

に策定予定」が８割を占めた。今年度の新型コロナウイ

ルス感染症への対応や臨時休校などの影響で、当初の予

定より検討が遅れていると回答する先生も見られた。

　新教育課程の編成に向けて実施したこと＜グラフ２＞
については、「新学習指導要領や新教育課程に関する情報

収集」は76％と、多くの高校が取り組んでいる。「学校教

育目標、学校グランドデザインの検討」（51％）、「資質・

能力の検討」（42％）も半数程度の高校が実施している。

　一方、「新学習指導要領や新教育課程に関する校内研

修」（20％）、「新設教科・科目の指導に向けた取り組み」

（15％）は少数に留まる。新学習指導要領に準拠した教

科書が発行されていないこと、実践例があまりないこと

などが主な理由だろう。

　具体的な取り組み内容について、いくつか紹介する。

　ガイドライン編集部では2020年11月、ガイドライン読者の高校教員を対象に、新教育課程の検討状況、編成に向けて
実施したこと、新教育課程の編成や新学習指導要領を踏まえた指導をする上での課題についてアンケートを実施した（注１）。
ここではその一部を紹介する。

Par t  1 新教育課程への準備状況（高校教員アンケートより）

学校のグランドデザイン、資質・能力の検討

◆	教務課長、進路課長を中心とした数人の課長でグランドデ
ザイン原案を提案し運営委員会でグランドデザインが決定
された。それをもとに、教務課を中心に具体的な方向性を
決定していく手順や日程を綿密に計画し、各教科で検討さ
れた事柄が教育課程委員会で話し合われ調整した。

◆	若手教員による検討委員会が、グランドデザインを検討中
です。校長からの指示ではなく、自由に広く意見を募って
検討を重ねています。若い発想が将来の教育活動に役立つ
と、我々年配の教員は期待しております。

◆	本校生徒にとって、身につけて欲しい力を職員研修にて６
項目作成した。また、本校の今後の姿について職員全員で
話し合い、将来構想委員会を立ち上げた。

◆	学校教育目標、学校グランドデザイン、学校全体あるいは
各教科で育成する資質・能力についての話し合いはしたが、
結論には至っていない。

◆	校内の戦略会議でめざすべき方向性や、育てたい人材像の
話し合い。ただ、商業高校なので、商
業科の教員と普通科教員の間で意識の
乖離があり、難しくなっています。

情報収集

◆	まずは、新教育課程に関する情報をで
きるだけ多く集めたうえで、校内での
教育課程委員会を適時開催し教職員間
の共通理解を図っている。

◆各教科での情報収集が中心。
◆	とにかく情報収集（共通テストなどの

入試科目など）と新課程へのカリキュ
ラム編成がほとんどである。

◆	地歴や、理科の必履修科目の開講学年
について、情報収集を行った。

＜グラフ２＞新教育課程の編成に向けて実施したこと（n=117）
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＜グラフ１＞新教育課程の検討状況（2020年11月現在）

既に策定
2020年度中に策定予定
2021年度中に策定予定

52%

27%
21%

（注１）ガイドライン読者対象の「ガイドライン10・11月号に関するアンケート」の中で、2020 年11月に実施。回答117 件。
　　　回答に含まれる取り組み内容等は、いずれも回答時点のものである。

※「未定」「わからない」等を除外
して集計
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新設科目の大学入学共通テストでの扱いなど
大学入試への対応に課題を感じる教員が多数

　新教育課程の編成や新学習指導要領の趣旨を踏まえた

指導の課題＜グラフ３＞については、回答が分かれた。

「新学習指導要領の趣旨を踏まえた指導」と「大学入試

への対応」が58％で並び、他の項目も半数前後の先生方

が選択した。

　自由記述の内容は、全体の約６割が大学入試に関する

もので、共通必履修科目の『歴史総合』『地理総合』『公

共』『情報Ⅰ』や、『数学C』（特にベクトル）の大学入学

共通テストでの扱いと、それに伴う高校での指導などに

ついて懸念するコメントが目立つ。他には、観点別評価

を実施する上での課題や、専門高校や進路多様校での指

導に関する情報が少ないことなどが

挙がった。

　なお、アンケート実施直前の10

月下旬にマスメディアで報じられた、

2025年度大学入学共通テストの出

題教科・科目の検討案（注２）を受けた

コメントも多く見られた。大学入試

センターは検討案について、大学関

係者や高校関係者への情報提供と意

見の聞き取りを通じて、必要な修正

を行い、今年度中に公表するとして

いる。実際の出題教科・科目はここ

で紹介するコメントとは異なる可能

性があるため、今後の大学入試セン

ターからの発表に注目したい。

◆	教務部・進路部を中心に情報収集をすすめ、全教員に周知
の上、検討委員会で原案策定。

◆	他校の取り組み及びその進捗状況についての情報収集、交
換等。

校内研修、新設教科・科目の
指導に向けた取り組み等

◆観点別評価の取り組み練習として、定期テストなどで、評
価観点を作成し、採点分析を行った。

◆	教務部で新教育課程の案を作成し、研修部と連携して（本
校は中高一貫校なので）中等部の先生も交えた校内研修を
実施した。数学や理科の単位数が少ないのではないかなど
活発な意見交換がなされた。

◆	歴史総合の内容を見据えた日本史Ａと世界史Ａの合同授業。

その他

◆	土曜日の授業をどうするのか？１週間あたりの時間数をど
うするのかが問題となった。また、「総合的な探究の時間」
の扱いも問題となった。カリキュラム自体は、情報を１年
生に設置することなどの制限が教育委員会からもあったの
で、学校による柔軟性は学校設定科目のみとなった。

◆	新課程も必須科目が多いため現在のカリキュラムとあまり
変化しない。

◆	本当は全体的なバランスを考慮すべきと考えていますが、
結局は必要なところだけの最小限の変更になりそうです。

◆	教務を中心に情報を集め、教科ごとに検討を始めるよう指
示が出ている。かなり前から動き始めていたが、休校等で
目の前の行事すらすべて見直すことになり、検討・策定作
業がどのように進んでいるのかが見えなくなっている。そ
れどころではないという感じがします。

（注２）新学習指導要領で新設された科目等を大学入学共通テストにおいても新設するほか、各教科を再編して、現在の6教科30科目から7教科21科目に
削減する検討案。
◦「国語」は『国語』１科目
◦「地理歴史・公民」は『地理総合，地理探究』『歴史総合，日本史探究』『歴史総合，世界史探究』『公共，倫理』『公共，政治・経済』『地理総合，歴

史総合，公共』の６科目から最大２科目選択
◦「数学」は『数学Ⅰ，数学Ａ』『数学Ⅰ』『数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ』の３科目へ
◦「理科」は『物理』『化学』『生物』『地学』『物理基礎，化学基礎，生物基礎，地学基礎』の５科目へ
◦「情報」を新設　　などが検討されている。
大学入試センターは検討案について、大学関係者や高校関係者への情報提供と意見の聞き取りを通じて、必要な修正を行い、今年度中に公表すると
している。今後の発表に注目したい。

＜グラフ３＞新教育課程の編成や新学習指導要領を踏まえた指導の課題（n=117）
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大学入試への対応や新設教科・科目の指導

全般

◆	教科書の姿が見えてこないと、実際の指導のイメージもう
まく描けない。高校での学習内容と大学入試をセットで考
えていくべきだと思うが、その点に関しても情報不足であ
ると思う。

◆	旧帝国大学など難関大が採用する入試科目がはっきりしな
いとカリキュラムを策定しづらい。

◆	新設教科も含めて、大学入試でどのように扱われるのかが
不透明な中で教育課程を編成することになることが非常に
不安。

◆	大学入試、特に大学入学共通テストがどのような形になる
のか不明な段階ではどの科目に重点を置けばよいのかがわ
からず、確信を持って教育課程を決めることができないの
が難しい。大学入学共通テストや国公立大２次試験で歴史
総合や数学Ｃのベクトルや情報がどのように扱われるか。

地理歴史、公民

◆	歴史総合＋世界史探究、歴史総合＋日本史探究、公共＋政
経、公共＋倫理、というセット科目が共通テストの出題範
囲となれば今よりも受験生の負担は格段に増すことになる。
歴史総合の教科書が今の世界史A+日本史Aとなれば、ど
んな受験生も日本史と世界史の両方が必要になる。また教
える側も共通テストの出題を想定するなら、教科書を時間
通り終える工夫が必要になり、授業が苦しくなる。

◆	地理総合や歴史総合という科目が、理科基礎のような扱い
になるのかどうかが不安です。文系の生徒にとっての理科
基礎のように、理系の生徒にとっての地理総合や歴史総合
が位置づけられるとしたら３年次に向けての教育課程の変
更も必要になるかもしれません。入試に関して不透明なの
は、非常に不安です。

◆教科からの単位数の要望を現行のカリキュラムに当てはめ
ようとするとうまくいかず、調整が難航している。また、
公共等の科目が受験科目としてどうなるかの情報が遅い。

情報

◆	私は「情報」を担当しており、プログラミング教育が取り
入れられたり、共通テストでどのような形で導入されるの
か関心を持っています。

◆	特に「情報」の指導は、共通テスト導入となった場合に心
配である。

◆	共通テストの検討内容が最近出てきたが、まだ内容が確定
していない。おおよその内容を想定しながらカリキュラム
の検討を行っていくしかない。情報Ⅰについては個別大学
がどれだけ採用するかで力の入れ方が変わってくるのでは

ないか。
◆	情報を指導していることから、情報の共通テスト導入が気

になる。試験内容がどうなるのか？指導する教員の数が少
ないなか、１年次で指導する「情報Ⅰ」の内容を３年次に
補習などの手立てを打たねばならないほどの共通テストな
のか不明な点が最も頭の痛いことである。

数学

◆	やはり大学入試がどうなるかは気になるところで、数学Ｃ
に移行したベクトルの取り扱いをどうするかが問題になっ
ている。

◆	数学Ｃをどの学年に何単位置くか。東京大、京都大などの
入試科目がまだ決まっていない中で編成するのが難しい。

国語

◆論理国語が扱う文章の範囲が広くなりすぎないか心配。ま
た、文学国語の扱い方と大学入試との関係が不明瞭。

◆	国語について言えば、科目の内容や単位数と大学入学共通
テストと整合性がなさ過ぎる。このカリキュラムでは受験に
は対応できない。特に理系の生徒に対してどんなカリキュラ
ムにすればよいのか、多くの高校で困っていることと思う。

◆	文学についての扱いをどうするか。書けない・感じない生
徒がさらに増えてしまうという懸念は相変わらず払拭でき
ていません。

観点別評価

◆	知識を詰め込む指導から、自分たちで考えさせる指導への
転換を、教える側ができるのかどうか。また、評価につい
ても客観性のある観点別評価が実施できるのか不安が残る。

◆	観点別評価に関して、客観的かつ的確な評価の困難さを感
じています。

専門高校、進路多様校等での指導

◆大学進学者をターゲットにした議論が進んでいく一方、高
卒で就職する生徒を念頭に置いた議論が見えてこない。「高
校生のための学びの基礎診断」認定ツールの選定において
も彼らがいない者のように扱われている感が否めず、腹立
たしさを感じる。

◆	進路多様校かつ大きく学力格差のある生徒がいる中で新学
習指導要領をどのように活用するべきか難しい。

◆	本校は例年３割が就職、６割が専門学校への進学、１割が
大学進学であるが、大学進学はほとんどが推薦入試、ＡＯ
入試である。しかし、一般入試も皆無ではなく、専門学校
でも看護・医療系で受験を必要とする生徒も少なからずい
る。多様な生徒に対して、教育課程にいかにバランスをと
っていくかが難しい。
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Par t  2 高校の取り組み

レリバンス（学びの必要性）を重視し
自分事として学ぶ「歴史の見方・考え方」

　愛知県立日進西高等学校では、従来より「歴史的思考

力」を育成する世界史授業と、その授業で育んだ思考力

を適切に評価するための考査問題の作問を実践してきた。

牽引者の野々山新先生は、過去に蓄積した授業実践の成

果と課題をたたき台にしながら、『歴史総合』の趣旨を踏

まえた授業づくりを進め、2019年度の科学研究費助成

『高校世界史における歴史的エンパシーを働かせる「問

い」の構築方法に関する研究と実践』に採択されるなど、

先進的な取り組みを行っている世界史教諭だ。

　学習指導要領解説に示されている『歴史総合』の改

善・充実の要点は、主に次の6点である。

（ア）「社会的事象の歴史的な見方・考え方」に基づく学習

活動の充実

（イ）「主題」や「問い」を中心に構成する学習の展開

（ウ）単元や内容のまとまりを重視した学習の展開

（エ）歴史の大きな変化に着目し、 世界とその中の日本を

広く相互的な視野から捉える内容の構成

（オ）資料を活用し, 歴史の学び方を習得する学習

（カ）現代的な諸課題の形成に関わる近現代の歴史を考察

する学習

　上記の趣旨を実現する授業づくりを考えるうえで、

野々山先生が大事にしているのは“レリバンス”という

キーワードだ。

　「レリバンス、つまり“学びの必要性”ですね。歴史教

育で言うと、高校生が歴史を自分事として学ぶことは、平

和な社会に貢献する市民として生きていくうえで必要で

あり、意義深いことなんだと生徒に実感させる。そこに

重きを置いて授業を構成します。僕はずっと、歴史教育

とは市民的・公民的な資質と能力を養うためのものだと

思っていますが、学習指導要領の目標でも『歴史総合』

で『歴史的な見方・考え方』を働かせる活動を通して、

そうした資質・能力を育成することをめざすといった内

容の解説があり、非常に共感しました。

　また、『歴史総合』では導入の『歴史の扉』を学習した

後、近現代史の3つの転換期に焦点を当てて、『近代化と

私たち』『国際秩序の変化や大衆化と私たち』『グローバ

ル化と私たち』という大きな単元を学習しますが、これ

らの大単元すべてに『私たち』という言葉が盛り込まれ、

強調されています。学習者が歴史的事象を自分自身に引

き寄せて見たとき、過去に起きた出来事は現代の私たち

の社会とどのようにつながっているのか。“そこを学ん

でいこう”というメッセージが込められているのではな

いかと捉えています」

設定する「主題」や「問い」を
最大限に考察するための授業づくり

　野々山先生の重視するレリバンスとは、いわば歴史学

習のモチベーションを高める“トリガー（引き金）”だ。

授業構成においては、（イ）の「主題」や「問い」の設

定・提示と直結しており、導入として授業の冒頭に、生

徒がレリバンスを感じられるような題材や問いを提示し

ている。あるシンポジウムにおける野々山先生の発表を

まとめた資料（※）によれば、1コマ50分の授業展開は基

愛知県立日進西高等学校

『歴史総合』を見据え、資料を活用しながら
「歴史的な見方・考え方」を養うための授業を実践

　愛知県立日進西高等学校では、新学習指導要領における新設科目『歴
史総合』が重視する「歴史的な見方・考え方」を育成する歴史教育に取り
組んでいる。教科書が発行されていないなか、どのような史資料や方法論
を活用し、『歴史総合』を見据えた授業づくりを進めているのだろうか。歴
史教育関連のシンポジウムや研究会などで、自身の授業実践に基づく研究
発表を数多く行っている野々山新先生（世界史）と、浅井詩織先生（日本史）
に話をうかがった。

浅井詩織 先生野々山新 先生
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本的に以下のような構成である。

①問いの提示（5分程度）

　KP法（公益社団法人日本環境教育フォーラム・川嶋

直理事長らが紹介する「紙芝居プレゼンテーション

法」の意）によって授業者が史実解釈の切り口を簡潔

に示し、史資料の解釈から生徒自ら問題に気づくこと

ができるよう、多面的・多角的な解釈や価値判断が可

能な問いを提示する。

②史資料の読解・解釈（15分程度）

　初見となる史資料をワークシートに掲載し、授業者

が示した視点を参考として生徒が読解・解釈を行う。

③問いへの思考・判断・表現（25分程度）

　生徒がグループ、または個人で史資料を根拠として

問いへの判断を行い、表現する。

④まとめ・振り返り（5分程度）

　生徒との問答、生徒が行った判断の類型化、不足し

ていた視点の提示などを行う。

　ちなみにこの授業構成は予習が大前提である。事前に

授業で扱う歴史的事実について教科書を熟読し、不足分

は問題集に取り組むなど、予習の充実を図ることにより、

50分という時間を史資料の読解や解釈、価値判断を行う

活動に最大限充てることができる。

　『歴史総合』の改善・充実の要点（オ）によれば、「思

考力・判断力・表現力等」を身につけることを重視する

学習においては、考察する際の根拠となる資料の扱いが

重要となる。設定する「主題」や「問い」を最適化させ

る資料の選択と引用もまた、授業者自身の手に委ねられ

ているので、この点を悩ましく感じている先生も少なく

ないのではないだろうか。野々山先生が資料選びをする

際に心掛けているポイントを聞いた。

　「提示した問いに対して生徒が多面的・多角的なアプ

ローチができるように、史資料の収集と精選にはかなり

の時間をかけていますね。まず、歴史的な事実を授業の中

できちんと伝えるために歴史学の研究書や新書等には常

に目を通し、新たな成果を把握するように努めています。

さらに、歴史学者の歴史的思考のプロセスが可視化され

たような書籍に注目し、授業実践に活かせるものを収集

しています。それだけでは不十分で、歴史教育という視

点から、いかに伝えるかという方法論についても知見を

深める必要がある。その点、海外の歴史教育から学ぶこ

とは多いので、ドイツ、フランス、イギリスなどの中学・

高校で使われている歴史教科書を参考にしています。

　もちろん、『世界史A』『世界史B』という現行の教科

書に沿った授業なので、扱える題材、資料ともに制約が

ありますから、その制約の中で僕の指導目標と生徒の実

態とのバランスを考えながら教材として参照するかどう

か判断しています」（野々山先生）

　
生徒たちの素朴な疑問や発見を
近代史の大単元のテーマに導く授業を実践

　授業の実践例を具体的に見ていこう。2020年、野々山

先生は『世界史B』において、「産業革命を起点とする近

代化」に焦点を当てた授業を行った。最初の授業の冒頭、

生徒に「問い」を提示するために使った資料が、イギリ

スの歴史教科書に登場する一枚の絵である（『イギリスの

歴史【帝国の衝撃】―イギリス中学校歴史教科書― （世

界の教科書シリーズ34）』（明石書店、2012年）pp.142-

143）。

　「現代の、とあるイギリスの街をイメージして描かれた

とされる絵です。“この絵を見て気になった点や疑問に

感じたことはないですか？ ”と投げかけ、生徒から上がっ

た疑問（問い）について、単元全体を通して生徒自身が

解決することをめざす授業です」（野々山先生）

　絵を見た生徒たちが指摘した疑問点は実に多岐に及んだ。

・半袖や厚着など、色んな服を着ているのはなぜ？

・新聞を読んでいるのは男の人だけ？それに対して女

の人は井戸端会議をしている。

・水兵らしき人がいる。銅像は軍の偉い人？

・イギリスなのにインド人っぽい人がいるのはなぜ？

・旅行代理店の広告に「ジャマイカ」とある。なぜジャ

マイカに旅を？

　「どれも些細で素朴な疑問ばかりです。じゃあ『小さな

問い』かというと、実は非常に『大きな問い』なんです。

例えば、新聞にまつわる素朴な疑問1つをとっても、情

報が新聞を通して各地に広がっていったというメディア

の発展や、市民がメディアの情報を活用して生活してい

るという歴史的事実に行き当たるので、近代化・大衆化・

グローバル化のいずれにもつながります。また、新聞を

読んでいるのは男性ばかりで女性は井戸端会議をしてい

る、という目の付け所は僕自身も気づかされる問いでし

（※）2018年3月に日本大学文理学部で行われたシンポジウム「歴史教育の未来を拓くⅢ―歴史教育改革の具体像」における野々山新先生の発表「高校世
界史における歴史的思考力の育成と評価に向けた現状と課題―コメントに代えてー」 より抜粋・要約
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た。今日のジェンダー論にもつながるこの着眼点は、近

代の歴史において女性は男性と同様の教育を受けてきた

のだろうかという考察を可能にするわけです。こうして、

提示した資料について生徒たちと対話し、そこから出て

きた素朴な疑問や発見の数々を『大きな問い』に発展さ

せることが、僕たち歴史教師の役割ではないかと思いま

す」（野々山先生）

　野々山先生は、生徒の問いを類型化し、近代史の主題

別となるよう分類した＜資料＞。これを基に扱う内容を

教員が選択し、授業につなげていくという展開である。

主題に沿って教科書の内容とも関連付けながら、ワーク

シートを活用した「パフォーマンス課題」（特定の文脈

を持つ問いに対して、知識やスキルを総合的に活用しな

がら表現することを求めた課題）に取り組ませ、成果物

として評価。さらに定期考査でも初見資料を用いたパ

フォーマンス課題を提示し、一連の授業で育成すること

をめざした歴史的な見方・考え方に

ついて、活用状況を評価する。評価

にあたっては、提示した資料に対し

て単なる“シンパシー（感情移入）”

ではなく、時代的文脈を踏まえて客

観的に当時の人々の感情を理解する

“歴史的エンパシー ”を働かせてい

るかどうかを特に重視しているとい

う。

　「イギリスの絵から始まった近代

化がテーマの一連の授業は、考査ま

で含めると全部で13時間を費やし

ました。新型コロナウイルス感染拡

大時期だったこともあり、問いをめ

ぐるディスカッションはLINEを用

いてオンライングループワークとし

て行いました。この過程で、少しず

つ生徒たちの疑問が洗練されていき、

さらに出てきた意見や答えに対して、

“それは本当だろうか。他の立場で

は違う見方をするんじゃないか”な

どと、新たな問いが出てきて、それ

らは次のテーマにつながっていきま

した。いわば生徒と一緒に教材を

作っていった授業実践であり、大き

な手応えを感じましたね」

日本史と世界史の垣根を乗り越えて
多角的な視野を育てる授業を模索

　世界とその中における日本を広く相互的な視野から捉

える科目『歴史総合』では、日本史と世界史の専門の壁

をいかに乗り越えるかも課題の1つだ。愛知県立日進西

高等学校では双方の教科担当者が協力してその壁を乗り

越えようとする試みが始まっている。昨年度、初任者と

して同校に配属された日本史教諭の浅井詩織先生に話を

うかがった。

　「昨年度は『日本史B』を担当したのですが、私の指導

教員だった世界史の野々山先生から、豊臣秀吉の朝鮮出

兵について世界史関連の史資料を紹介していただいたの

を機に、海外の視点から日本史を見るとこんなにも日本

史はおもしろいのかと、目が開かれる思いがしました」

　新たな切り口を得た浅井先生は、『日本史A』を担当し

＜資料１＞問いの分類

＜資料２＞問いを基にした単元構成

＜資料１・２＞とも野々山新「授業構成論の質的転換に向けた挑戦―育成を目指すコンピテンシーの決定
要因に着目して―」（令和2年7月26日（日）高大連携歴史教育研究会 2020年大会パネル②資料）より
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愛知県立日進西高等学校

◇所在地：愛知県日進市浅田町上小深田8-4

◇沿革：1983（昭和58）年　創立

◇学級編成：各学年普通科８クラス

◇生徒数：947名（2020年4月現在）

◇特色：校訓に「自啓自発（自ら学び、自ら鍛え、すすんで自己を高
めよう）」を掲げる。生徒一人ひとりの個性と能力の伸長を図り、
意欲を持って学習に取り組むことができるよう、習熟度別指導（国語・
数学・英語）や少人数指導（数学・英語）を導入。基礎的事項の徹
底とわかりやすい授業の実践を行っている。

◇卒業生の進路：2020年4月現在 卒業生309名
・進路：４年制大学248名、短期大学３名、その他58名
・合格者の内訳（過年度卒生を含む・延数）：国公立大21名、私

立大608名

た今年度、「韓国併合」を韓国側の視点から考える授業に

取り組んだ。資料探しのハードルは高かったが、野々山

先生のアドバイスを得て、「高大連携歴史教育研究会」

の共有webサイトなどを参考に教材づくりを行ったとい

う。同研究会は、高校の世界史・日本史の教員と大学の

歴史教育学の研究者が連携しながら新しい歴史教育を

創っていくことを理念としている。

　「日本では『韓国併合』と呼ばれていますが、韓国では

『併合』ではなく強制的な占領を意味する『強占』で

あったと見るのが当時以来の見解です。日本の視点と韓

国の視点、さらには当事者以外の世界の視点も加味して

未来志向の歴史認識を持つにあたり、私たちはこの歴史

的出来事をどう呼んだらいいのだろうか。この試みは、

『高大連携歴史教育研究会』である先生が実践された授

業の事例を踏襲したものでしたが、そんな“問い”を生徒

に投げかける授業を行ったところ、生徒たちからは、日

本側からの視点だけではダメだよね、といった意見が続

出しました。今回のこの授業実践を通して得たことは、

『日本史B』の豊臣秀吉の朝鮮出兵に関しても、韓国側に

残っている史資料などを活用することによって、朝鮮出

兵から韓国併合、そして現在の日韓問題につなげる『歴

史的な見方・考え方』を授業で伝えることができる、と

いう発想を持てるようになったことです。今後もさまざ

まな世界史関連の史資料をどんどん紹介してもらい、授

業に活用していきたいと思っています」（浅井先生）

　『歴史総合』の準備には、日本史・世界史の垣根を越え

た情報交換や問題意識の共有が重要であることが、よく

わかるエピソードだ。指導教員である野々山先生が次の

ように補足する。

　「世界史と日本史は扱う内容こそ違うものの、歴史教育

の方法論は共通です。僕からは、その方法論や、世界史

の視点からの助言ができればと思っています。だからと

言って、教える一方ではありません。こちらはこちらで

日本史の視点が足りていないので、助言を通してやりと

りする中で、僕も日本史の視点が得られるわけです。そ

こに、新人・中堅・ベテランといった壁はないんじゃな

いかと思います。若い先生は経験が浅くても新しい学習

指導要領に対応できる柔軟性があるし、ベテランの先生

は蓄積された知識や経験という宝を持っています。互い

に足りない部分を補い合っていくことで、多角的な授業

が構成されていくことになる。それもまた、『歴史総合』

のめざすものの1つではないかと思うのです」

よりよい社会づくりに貢献する
「市民」を育てる『歴史総合』の意義

　教科書が発行されていないこともあり、『歴史総合』の

イメージがつかみにくいという現場の声は少なくない。

漠然としたイメージを形にするために、野々山先生は学

習指導要領の解説を繰り返し読み込むとともに、『高校社

会「歴史総合」の授業を創る』（原田智仁編著／明治図

書）など、単元ごとの教材づくりから授業モデルまで、授

業づくりのポイントを解説した専門書を参考にしながら

『歴史総合』への準備を進めている。最後に新科目への

期待と課題についてうかがった。

　「日本史と世界史の枠を取り払った『歴史総合』は、こ

れからの子どもたちが、よりよい社会を作っていくために

学ばなくてはならない“グローバル・ヒストリー ”だと思

います。授業づくりにおいては未知の部分も多いですが、

『歴史総合』のめざすところは、多面的・多角的な歴史の

見方・考え方を身につけていくことを通して、他者に寛

容であり、これからの多元的な社会を形成していくこと

のできる市民を育てることにあると解釈しています。そ

の源泉となる教材研究をこれからも追求しつつ、自分自

身をアップデートさせていきたいですね」（野々山先生）

　グローバルな視点を意識した「問い」の題材は、形の

ある教材（史資料）に留まらない。昨年末には、Zoom

を用いてタイの民主化デモについて、現地の高校生にイ

ンタビューする授業も実施した。『歴史総合』を見据えた

枠にとらわれない取り組みが着々と進行中だ。
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推測統計の「推定」と「検定」に着目した
学校設定科目を設置

　広島大学附属高等学校は2003年度以降、４回にわ

たってスーパーサイエンスハイスクール（以下、SSH）

に指定されており、現在は第４期（2018年度～）に当た

る。SSH事業の取り組みとして、課題研究を中心とした

学校設定教科「SAGAs（探す）」を設定しており、課題

研究などの探究活動を行う際に必要となる確率・統計分

野の教育にも力を入れている。

　２年次には、「SAGAs」の一環として、学校設定科目

『AS統計科学』を置いている。その元になった学校設定

科目『現象数理解析』（第３期に実施、橋本先生は2016、

2017年度に担当）を紹介する。

広島大学附属高等学校

統計分野の指導では授業で扱う範囲の明確化が重要
探究活動の充実は、これまでの授業の延長線上にある

　2022年度から年次進行で実施される高等学校の新学習指導要領では、現行課程の『数学活
用』が廃止され、『数学Ｃ』が設置される。加えて、各科目間で移行される単元もある。つまり、
「ベクトル」が『数学Ｃ』に移行されること、『数学Ｂ』が「数列」「統計的な推測」「数学と社
会生活」の３分野構成となること、「課題学習」が重視されることなどがポイントである。これま
で『数学Ｂ』の統計分野は大学入試であまり出題されなかったことなどから、指導に慣れていな
い学校もあるだろう。そこで、以前から学校設定科目で統計科目を設置し実践に取り組んできた、
広島大学附属高等学校の橋本三嗣先生にお話をうかがった。

橋本三嗣 先生

学期 学習項目(章・節・項） 目標・内容および評価の観点

1

第１章　データ整理の方法，記述統計学と推測統計学

４時間
１．測定尺度と代表値

・データの代表値や散らばりを数値化，視覚化する方法を理解し，コンピュータ等を利用して，データの
特徴や傾向を分析できるようにする。※１　２．データの相関

３．推定と検定の考え方
第２章　確率分布

６時間
１． 二項分布 ・二項分布や正規分布の性質を理解し，データに基づく判断が求められる場面で，確率・統計の考えを

用いた考察や意思決定ができるようにする。※２２．正規分布

第３章　推定

８時間

１．大数の法則と中心極限定理
・分布の特徴を捉えることができるようにする。コンピュータ等を利用して，数値化，視覚化できるように

する。※１
・区間推定の方法を理解し，いろいろな問題の考察に利用することができるようにする。※２
・母比率の信頼区間の推定方法を理解し，研究に必要なデータ収集の場面を想定し，アンケート調査で

統計的な判断が可能となる標本数を求められるようにする。※２
2

２．信頼区間の推定
３．正規分布による区間推定
４．ｔ分布による区間推定
５．母比率の信頼区間の推定

第４章　検定

８時間
１．仮説の設定 ・検定の方法を理解し，いろいろな事象の統計的考察に利用することができるようにする。※１

・実験結果を２つのグループに分けて、母集団において平均値の差があるか否かを検討することができる
ようにする。※２

２．仮説の検定
３．標準正規分布やｔ分布の利用

3

第５章　推定と検定の活用（統計的モデリング）

９時間
１．推定と検定の活用

・課題研究などの調査結果について，推定と検定を利用して考察を深めることができるようにする。※１
・統計的な分析結果から，次の新たな仮説を生み出すことができるようにする。※２２．具体的な事例への活用

３．まとめ

　本科目は「社会と情報」1単位を減じその代替として設置されている。表内の※１，※２において以下の内容に相当する学習を行った。　※１　情報機器を
用いてデータの処理を適切に行い，データを加工して他者にわかりやすく伝える手法を習得させる。※２　情報発信の際のあるべき姿勢を養うために，科学的
根拠をもとに物事を説明する活動を行い，望ましい情報社会の在り方について理解させる。

＜表１＞シラバス『現象数理解析』（2017年度）
シラバス：開設単位１単位
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　『現象数理解析』は、下記２つの指導目標に基づきシラ

バスを作成している。

①諸科学における科学的論拠（エビデンス）に基づいた

論理展開ができる力を育成する。その考え方・方法論

として、推定や検定の方法を理解させる。また実習を

通して、現実の事象の解析に推定や検定の考えを活用

する態度を育てる。

②仮説の構築、実験・調査のデザイン、データ処理、モ

デリング、解釈という実習を通して、科学的仮説の創

出からその検証に至る、データに基づく統計的モデリ

ングの考え方と方法論を理解させる。

　指導内容は＜表１＞に示した通りで、『数学Ｂ』「統計

的な推測」で扱う「推測統計」の「推定」と「検定」が

中心である。具体的な実践例の一部を見ていこう。

表計算ソフトを活用することで
現実の事象を数値化・可視化して捉える

  実践例１  クラスの中に同じ誕生日のペアがいる確率

　まず授業の冒頭で、生徒に予想をさせると、ほとんど

が同じ誕生日の人はいないと答える。しかし、クラス内

で同じ誕生日の人を探す活動をすると、多くの場合、１

組以上のペアが見つかる。それらの活動の後に、表計算

ソフトを用いて確率を計算する。

　ペアがいる確率を求めるのは場合分けが多くなるため、

計算方法はクラスの人数を１人から始めて１人ずつ人数

を増やしていき、順番にペアがいない確率を算出、その

ペアがいない確率を１から引くことでペアがいる確率を

算出する方法を取った。

　クラスの人数が１人の場合、誕生日の選び方は365通

りあるため、365 ／ 365＝１となり、ペアがいない確率

は１、当然ながらペアがいる確率は1－1＝0となる。ク

ラスの人数が２人の場合は、２人目がペアとはならない

選び方は364通りでその確率は364 ／ 365となるため、

ペアとはならない確率は（365 ／ 365）×（364 ／ 365）

＝0.9973。したがって、ペアのいる確率は1－0.9973

＝0.0027となる。一覧表を作成し計算式を順にコピー

して貼り付けていくことで、人数が増えるごとに確率が

高まり、クラス人数が40人もいればほぼ９割の確率でペ

アがいることが数量的に把握でき、グラフをかくことで

視覚的に捉えられる。

　「偶然に起こっていることかどうか、実際の数値を扱っ

て確率の計算をします。また、表計算ソフトなのでグラ

フをかくのも容易です。クラスの人数が増えるとグラフ

の曲線が上がっていく様子を見ることで変化も読み取れ

ます」（橋本先生）

「推定」「検定」の方法を理解させ
実習を通じて「推定」「検定」の考え方を活用させる

  実践例２  古語辞典の見出しの総数の推測

　古語辞典の見出しの集合を母集団として、母集団全体

の平均（母平均）の区間推定を行い（１ページ当たりの

見出しの数を推定する）、ページ数をかけることで見出し

の総数について推測をする実践である。「授業では無限の

母集団ではなく、有限の母集団で実際に分かる対象に取

り組む方が生徒には理解しやすいようです」（橋本先生）

　授業は正規分布を用いた区間推定を指導した後、10グ

ループに分け、乱数さい（正二十面体のダイス）を振っ

て各グループが見出しを数えるページを決める。そして、

各グループが１ページ当たりの平均値を求めて、実際に

信頼区間95％とした場合に、古語辞典の見出しの総数が、

どの範囲にあるかを計算する。当然、グループによって

数えるページが異なるためデータ数も異なる。こうして

グループごとに区間推定を行った結果を表にすると、乱

数さいを振った回数が多いグループと少ないグループで

は区間の幅が異なっている＜表２＞。この傾向は、母平

均を推定した後に、ページ数をかけて見出しの総数を推

測してグラフにしてもわかりやすい＜図＞。

　「教科書等では知識として、データ数が多ければ、信頼

区間の区間幅は狭くなると書いてありますが、実際に計

算してみるとそれが顕著に現れます」（橋本先生）

　もともと見出し語の総数は、ブックカバーなどにおお

よその数が記載されてはいる。しかし、その数を基準と

して縦線を引くと図では２つのグループがその線から外

れていることが分かる。「生徒には、このグラフを示して、

100回行えば５回位は外れることがあるのが信頼区間

95％という意味だと説明ができます。毎回の授業でこう

した活動をすることが目的ではありませんが、教科書に

書いてあることを実際に自身で経験することは、理解を

深める意味でも時に必要だと思います」（橋本先生）

　授業を受けた生徒に聞いたところ「予想した値の範囲に

実際の値が入っているのがすごいと思った。また、入っ

ていないグループの結果から何故かを考えるのが楽し
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かった」「予想から、公表されている実際の値は本当かと思

うようになった。見出し語の総数は約23,000語とあるが、

実際はもっと少ないのかなと思った。確かめる方法を知

ることができたのがよかった」などの声があったそうだ。

統計分野の指導では教える範囲の明確化が重要
作問では、過去の入試問題や統計検定の問題も活用

　ここまで紹介してきたように、広島大学附属高校では、

数学とは別の学校設定科目の中で統計教育を充実させて

きたが、『数学Ｂ』の中で「統計的な推測」を扱う場合

は、「数学Ⅰの『確率』との関係性や、数理統計との関わ

りなど、教える範囲を数学の一単元として明確にするこ

とが大切だ」と橋本先生は指摘する。

　実践例１・２のような授業は、生徒の活動にも教員の

準備にも非常に多くの時間がかかる。また、データ入力

に慣れていない生徒が多い場合は、表計算ソフトの扱い

方の実習授業のようになってしまう可能性がある。その

ため、統計教育の全てを数学の授業の中で行うのではな

く、「情報」や「総合的な探究（学習）の時間」とも連携

し、カリキュラム・マネジメントの視点を持って学校全

体で推進していくことが重要であると橋本先生は語る。

ですし、全てを説明していると寝てしまう生徒も出ます

（笑）」と指導内容や時間の配分には工夫が必要だという。

　ただし、「知識として必要な場合には、当然ながら板書

をして生徒にノートを取らせ、考えたことを残させない

といけませんし、練習ドリルも必要です」と話す。そう

した指導方法等を決めるのは各授業の狙いによるが「ま

ずは知識でも良いのではないかと思います。ただ、知識

も簡単な具体例を通して生徒が納得いくものにさせてい

くことが大切です」という。そして、「生徒によって理解

度の幅は広く、知識のレベルから統計的な見方・考え方

までを理解させるためには、さらに多くの“道具”が必要

になります。時間的な制限もありますので、そこはある

程度の割り切りも必要になってくるでしょう」と話す。

数学における探究活動は従来の取り組みの延長線上
入試問題研究も探究につながる

　今回の改訂で『数学Ｃ』に移行される「ベクトル」に

ついて、橋本先生は「理解するまでに時間がかかる単元

です。『数学Ｃ』は高校３年次に置くと考えられますが、

その場合は卒業までに定着できるか心配もあります」と

話し、「現在、『数学Ⅲ』の指導をしていますが、生徒が

　定期考査の作問も、統計分野に特有の問題

点がある。現実のデータを使うと数値がきれ

いに揃っていないため、生徒が解答する際に

非常に長い時間がかかってしまう。出題範囲

は統計分野だけではないため、現実のデータ

は使いにくいのが現状とのことだ。

　作問に当たっては、これまでの統計教材を

参考にしながら、問題の場面設定では、統計

検定の問題を活用する場合もあるそうだ。た

だ、出題内容は大学入試でどのような出題が

されるかによっても影響されると橋本先生は

見ている。

　また、「統計的な推測」の指導に困っている

先生方に対しては、「まず教科書でどのような

内容が扱われるかを確認することが手始めに

なります。その上で、統計の全てを教えよう

と考えないで、身近なことから統計を考えて

いくきっかけとなる“入り口”まで連れて行く

という立場で捉えたら良いと思います」と助

言する。「私が実際に指導をした中では、全て

を教えようとすると準備も含めて時間も必要

＜表２、図＞指導例「古語辞典の見出しの総数について推測する」
（正規分布を利用した区間推定）

グループ 母平均ｍの信頼区間
（95％） グループ 母平均ｍの信頼区間

（95％）

１（50） 14.0≦ｍ≦16.4 ６（61） 13.8≦ｍ≦16.0

２（44） 13.6≦ｍ≦16.1 ７（58） 14.2≦ｍ≦16.4

３（48） 15.2≦ｍ≦17.4 ８（47） 15.0≦ｍ≦17.2

４（45） 15.4≦ｍ≦16.7 ９（63） 13.5≦ｍ≦16.2

５（40） 11.4≦ｍ≦16.7 10（55） 14.0≦ｍ≦16.6

各グループの求めた母平均ｍの信頼区間

（グループの（　）はデータ数を表している，小数第２位を四捨五入）
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広島大学附属高等学校

◇所在地：広島市南区翠一丁目1番1号

◇沿革：1905（明治38）年　広島高等師範学校附属中学校として
開校

2003（平成15）年　SSH指定（第1期）
2007（平成19）年　SSH指定（第2期）
2012（平成24）年　SSH指定（第3期）
2015（平成27）年　創立110周年記念式典挙行
2018（平成30）年　SSH指定（第4期）

◇学級編成：各学年普通科５クラス

◇生徒数：男子323名、女子280名（2020年5月1日現在）

◇特色：国立大学附属学校として、大学と連携し、先進的、先駆的
な研究推進校として中等教育研究と教育実習研究を進めている。
ユネスコスクールやSSHとしての行事の他に、学校独自の海外研
修プログラムも実施している。

◇卒業生の進路：2020年３月卒業生199名
・進路：国公立大学101名、私立大学44名、国立大学校2名、

海外の大学1名、その他51名

＜資料＞数学の各科目の主な内容の移行

ベクトルを知らないと、『平面上の曲線』の媒介変数表示

なども理解が難しくなります」と悩ましい実情を語る。

　新学習指導要領では『数学Ⅱ』『数学Ⅲ』に「課題学

習」が新設されるなど、数学全体で探究活動が重視され

る。この点について橋本先生は「例えば、『ベクトル』の

単元で学んだことが他の場面でも使えることなどを生徒

に数学の中で関連付けさせて、結びつきを考えさせるこ

とが探究活動につながっているのではないかと考えてい

ます。その意味では、探究活動はこれまでの授業の延長

にあるのではないでしょうか」と語る。

　そして、入試問題研究も「入試問題として出題される

ため、授業で教えるという側面もありますが、そもそも

数学として面白いテーマだから入試問題になっていると

ころもあります。そうしたエッセンスをしっかりと抜き

出して、生徒に気付かせ、言葉にして表現していくとい

う、我々が日々行っている授業もまた探究そのものと

言っても良いのではないかと思っています」と話す。

中学校へ 従前学習指導要領 新学習指導要領

中学２年へ ←

 数学Ⅰ
 数と式
 図形と計量
 二次関数
 データの分析
  ・四分位数
 数学Ⅱ
 いろいろな式
 図形と方程式
 指数関数・対数関数
 三角関数
 微分・積分の考え
 数学Ⅲ
 平面上の曲線と複素数平面
 極限
 微分法
 積分法
 数学Ａ  
 場合の数と確率
 整数の性質
  ・有限少数、循環小数
 図形の性質
 数学Ｂ
 確率分布と統計的な推測
  ・期待値
 数列
 ベクトル
 数学活用 
 数学と人間の活動
 社会生活における数理的な考察
  ・社会生活と数学
  ・数学的な表現の工夫
  ・データの分析

 数学Ⅰ
 数と式
 図形と計量
 二次関数
 データの分析
  ・仮説検定の考え方
 数学Ⅱ
 いろいろな式
 図形と方程式
 指数関数・対数関数
 三角関数
 微分・積分の考え
 数学Ⅲ
 極限
 微分法
 積分法

 数学Ａ  
 図形の性質
 場合の数と確率
  ・期待値
 数学と人間の活動
 数学Ｂ
 数列
 統計的な推測
 数学と社会生活

 数学Ｃ
 ベクトル
 平面上の曲線と複素数平面
 数学的な表現の工夫

（「学習指導要領（平成30年告示）解説　数学編 理数編」より）
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「身につけてほしい資質・能力」を
カリキュラム・マネジメント研修で導出

　高崎北高校に丸橋校長が赴任した2018年度には、ま

だ同校ではグランドデザインは策定されていなかった。

前任校でグランドデザイン策定経験のあった丸橋校長は

早速、策定に着手した。まず行ったのは、７月と10月の

年２回行われるカリキュラム・マネジメント研修（校内

教員研修）を通じて先生方の意見を集約することだった。

７月の研修では、高崎北高校の生徒（以下、高北生）の

強いところと弱いところ、授業を進める上での課題など

を挙げてもらった。そして、10月の研修では、高北生に

身につけてほしい資質・能力についてグループで議論し

てもらった。主体性、コミュニケーション能力などさま

ざまな意見の中で、支持する声が多かった上位８つを「高

北生に身につけてほしい資質・能力」として明確化した

＜図１＞。丸橋校長は「当初、先生方から出していただ

いた８つの資質・能力には、『基本的な知識・技能』があ

りませんでした。恐らく自明過ぎるからだと思います。

そこで私が０番目の資質・能力として加えました」と話す。

　こうして導出された「高北生に身につけてほしい資質・

能力」をグランドデザインの中心に据え、この資質・能

力と関連づける形で、具体的な取り組みを各教科や各分

掌で考えてもらい、グランドデザインを作り上げていっ

た（注）。丸橋校長は「各教科などから出していただいたア

イディアはそのままの言葉で載せています。先生方の考

えが反映されたグランドデザインにしたかったのです」

と語り、一部の教員や管理職だけでなく、全員でグラン

ドデザインを考えることを通じて、先生方に自分事とし

て受け止めてもらいたいという考えがあったという。

　このグランドデザインの中心となる資質・能力は、毎

年見直している。丸橋校長は「当初８つでしたが、それ

では多いのではないかという意見が多く、2019年度に行っ

たカリキュラム・マネジメント研修で、シンプルになる

よう５つに精選しました」と話す。こうして策定されたも

のが「高北生に身につけてほしい資質・能力2020」であ

る＜図２＞。図２では各資質・能力が色分けしてあるが、

これは丸橋校長が後から、学習指導要領で示されている

学力の３要素に対応させたものだ。育成すべき目標を掲

げたことで「公開授業の指導案などを見ると、授業の中

で資質・能力を育てるという意識を持って取り組む先生

方が増えています」（丸橋校長）と効果が現れてきている。

大きなPDCAと小さなPDCA
２つを回してより良い施策を練り上げる

　前述のようにグランドデザインや個別のプロジェクト

は毎年改善を重ねている。そのために丸橋校長は２つの

PDCAサイクルを回している。１つは大きなPDCAとし

て年２回行っているカリキュラム・マネジメント研修（校

内教員研修）で、もう１つは担当者などの少人数で議論す

る小さなPDCAである。「京都市立堀川高校で行われて

群馬県立高崎北高等学校

グランドデザインは学校活動の全てを鳥瞰する地図
それを基にＰＤＣＡを回し続ける

　2022年度から始まる高等学校の新学習指導要領で
は、各学校がそれぞれの課題に基づき、育成すべき資
質・能力を明確にし、その資質・能力を育成するための
教育課程を編成することが求められている。さらに、編
成された教育課程の実施、評価、改善のＰＤＣＡサイク
ルを通じたカリキュラム･マネジメントを確立することも
重要とされている。そのためには、まず各学校は基本と
なる方針を定めることが必要となる。群馬県立高崎北高
等学校では、学校運営の方針「グランドデザイン」を策
定し、それに基づいたプロジェクトやプランを推進して
いる。グランドデザインの中心となる「身につけてほし
い資質・能力」やグランドデザインに基づく取り組みな
どについて、丸橋覚校長にお話をうかがった。

丸橋覚 校長

（注）グランドデザインは高崎北高校のHPをご参照ください。https://takakita-hs.gsn.ed.jp/home
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いる企画会議を参考にしました。当初は校長、教頭に加

え、教務主任、進路指導主事、生徒指導主事と３学年の

各主任という学校の核となるメンバーで毎週行いました」

　そこで議論したことを職員会議やカリキュラム・マネ

ジメント研修を通じて、学校全体に広げるというイメー

ジだ。いわば、小さなPDCAのサイクルを回しながら、

より大きなPDCAサイクルを回すのである。ただ、現在

は小さなPDCAをさらに小さな単位にしてサイクルを回

すようにしている。「今は一対一の対話を大事にしていま

す。例えば、進路指導主事と大学進学の底上げや難関大

学合格プランについて話し合ったり、教務主任と教育課

程の編成などについて個別に話し合ったりしています」。

こうした小さなPDCAをいくつも回し、そこで改善案を

練り上げて学校単位で回すという、より大きなPDCAサ

イクルにつなげていく。こうした中から、2021年度から

新規に実施を計画している「マイタイム」のような新し

い取り組みも生まれている（詳細は後段参照）。

あららぎプロジェクト2020
～２つのプランと４つのトレーニング～

　高崎北高校のグランドデザイン2020には、「高北生に

身につけてほしい資質・能力」を中心に、各教科の取り

組み、各学年や進路指導部の取り組みなどに加えて、生

徒会活動、PTA活動や外部評価についても記載してある。

丸橋校長は「私はグランドデザインをテーマパークの地

図に見立てています。一枚の地図で学校活動の全てが見

渡せるようにしたいと考え、全てを盛り込みました」と

語る。ホームページで公開されているグランドデザイン

を見ると、資質・能力を中心に「『主体的・対話的で深い

学び』を重視した授業の充実」「カリキュラム・マネジメ

ントの充実」「社会に開かれた教育課程の充実」などの重

点目標が書き込まれている。そして、資質・能力を取り

囲むように配置されているのが「あららぎプロジェクト

2020 ～２つのプランと４つのトレーニング～」だ。

　この「あららぎプロジェクト2020」は、Ⅰ「大学進学

ロードマップ」「難関大学合格プラン」という進路指導

を重視した取り組みと、Ⅱ「あららぎ探究プラン」とい

う探究活動の２つのプランの両輪で構成されている。丸

橋校長は「大学進学や学力向上に偏った取り組みだけで

は十分ではないと思います。学力向上と探究活動の両輪

が大切で、どちらが欠けてもいけません」と話す。その

根底には、生徒が学ぶ必要性を理解して学習に取り組む

と、３年生の後半になった最後の時期で爆発的に伸びる

姿を見てきた経験がある。「いくら勉強を強制しても、そ

れでは限界があります。大学入試センター試験の得点率

で７割ぐらいまでは届きますが、難関大学の壁を突破す

るまでには至らないのです」と語り、探究活動を通じて、

社会と接点を持つ中で、生徒自身が課題を発見し、その

課題解決のために大学で学ぶという意欲を持たせること

が大切だと考えている。

　また、４つのトレーニングとは、３年間を通じた「小

論文トレーニング」、朝のショートホームルーム前の5

分間で前日の学習や生活時間について振り返りを行う

「手帳・メンタルトレーニング」、「英語プレゼン・即興力

トレーニング」、「ICT活用トレーニング」である。この

中で「手帳・メンタルトレーニング」はもともとスポー

ツ系の部活動のために検討していた取り組みだが、メン

タルトレーニングは模試では力が発揮できても本番の試

験で力を出しきれない生徒にも効果があることを知り、心

の強さを育てるために全生徒を対象に実施した。

　ところで、グランドデザインの図柄は資質・能力を中

心に門が描かれたようにも見える。丸橋校長は「本校の

＜図１＞「高北生に身につけてほしい資質・能力2019」 ＜図２＞「高北生に身につけてほしい資質・能力2020」
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Kawaijuku Guideline 2021.2･3 37



校訓は『未来を拓く』です。生徒の未来のために、開く

扉をイメージしたデザインにしています」と話し、この

印象的な図柄はパリの凱旋門をイメージしたという。

探究活動の充実が結果として
学力向上と進路実現の近道になる

　現在、2022年度からの教育課程は検討中だが、探究活

動を重視する方向で検討を進めている。現行課程では、

総合的な探究の時間は各学年週１時間だが、丸橋校長は

「探究活動を行うためには社会との接点がとても大切です。

そのためには時間が必要です」と新課程では１年生は探

究と情報を合わせて２時間、２年生は探究を２時間にし

て充実させることを考えている。

　そして、「インターネットや本で調べるだけの“調べ学

習”で終わらせないで、本当に深い学びにするためには、

社会との接点が非常に大切です。現在でも１年生は３日

間のインターンシップ、２年生は３日間のフィールド

ワークを行っています。ただ、単に体験をすればいいの

ではありません。生徒にはインターンシップ先の企業の

2030年の姿を提案する『2030年の仕事の未来』という

課題を課しています。生徒たちは先入観がないため、報

告会では我々が持っていないような斬新なアイディアを

出してきます。私はそれが若者の良さだと思います。さ

らに、そのアイディアが社会を動かしていくことになれ

ば素晴らしいことです」と地域社会などでの探究活動を

通じて、若者ならではの長所を引き出す狙いもある。

　さらに、社会と接点を持つことによって、社会の課題

に触れ、解決策を探ることを通じて「大学に行って何を

学ばなくてはいけないか、そのためには、今どの教科を

勉強しなくてはいけないのか、がわかれば生徒の心に火

が付くのではないでしょうか。生徒が学ぶことの意義を

理解することが真の学習意欲につながります。遠回りに

見えるかもしれませんが、それが結果として近道になる

のではないでしょうか」と探究がキャリア教育のみなら

ず学力向上にもつながり、希望する大学への進学につな

がることを期待する。これが探究活動と学力向上の両輪

を回すという意味なのだ。

「グランドデザイン2021」に向けて
資質・能力を再検討、新しい試みマイタイムも

　今年度もカリキュラム・マネジメント研修を通じて、

「高北生に身につけてほしい資質・能力2021」の検討を

進めている。「探究心とチャレンジ精神を一つにまとめた

り、2019年度版にあった自己肯定感を復活させたりして

はどうかなどの意見が出ています。これに加えて、各分

掌、各学年や各教科などに具体的な取り組みを改めて検

討してもらっています」と話し、グランドデザイン2021

の策定もすでに最終段階に来ている。そこでは新しい取

り組みも計画中で、それがマイタイムである。

　高崎北高校は進学型単位制高校だが、３年生後期にな

ると履修科目と受験科目が異なる場合がある。そうした

ときに、生徒が自分で学習計画を立て、学年主任の許可

のもと、自分が受けたい授業への出席を可能とする取り

組みだ。「例えば、数学Ⅲを受験で必要としなくなった生

徒が、国語の力を付けたい場合、自分で受けたい国語の

授業を選んで学ぶことができるようにしたいと思ってい

ます。ただし、これは単なる自習や空き時間を作ること

ではありません。マイタイムの選択には厳しい自己管理

が求められ、自己責任を伴います」（丸橋校長）

　今後の課題の一つは、グランドデザインに込められた

思いが、生徒や保護者にどのように届いているのかだと

いう。そこで、そのための新たな取り組みも始めている。

「教員研修に生徒会本部役員に入ってもらったり、生徒会

本部役員と校長との対話の会も始めたりしています。そ

こで生徒から出てきた意見に対して、教員側がサポート

する姿勢で臨めば主体性も育っていくのではないでしょ

うか」と話す。

群馬県立高崎北高等学校

◇所在地：群馬県高崎市井出町1080

◇沿革：1978（昭和53）年　群馬県立高崎北高等学校として設立
2003（平成15）年　第25回入学者より進学型単位制高校

に移行
2005（平成17）年　スーパー・イングリッシュ・ランゲー

ジ・ハイスクール指定
2016（平成28）年　台湾苑裡高級中學と姉妹校締結
2018（平成30）年　創立40周年記念式典挙行

◇学級編成：各学年普通科6クラス

◇生徒数：男子365名、女子355名（2020年5月1日現在）

◇特色：群馬県初の進学重視型単位制高校。校訓の「未来を拓く」を
合言葉に、新高等学校学習指導要領に示された「主体的・対話的
で深い学び」「カリキュラム・マネジメント」「社会に開かれた教育課
程」の３本柱を軸に、2030年を見据えた新しい教育を推進している。

◇卒業生の進路：2020年３月卒業生235名
・進路：４年制大学184名、短期大学18名、専門学校・各種学

校17名、就職1名、その他15名
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